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１．はじめに 

我が国は地震、風水害等様々な災害に襲われて

いる。また、首都直下地震や南海トラフ巨大地震

等でも甚大な被害の発生が予想されている。国総

研では、災害の発生による被害想定、リスク評価、

対策を一連の流れで検討する各種ツールをひとま

とめにした災害対策検討支援ツールキット（以下、

ツールキット）の開発を行い地方整備局等におけ

る試行評価を経て平成28年度より国土交通大学校

研修、自治体防災訓練等に活用している。以下、

平成29年度における茨城県での活用状況について

報告する。 

２．ツールキットの概要 

ツールキットは、①地震や風水害などの災害を

想定し、発生するインフラ被害を管内図などの地

図上に列記、②インフラ被害によって発生する社

会、経済活動への影響を整理する｢災害シナリオの

構築｣、③インフラ被害のリスクを｢起こりやすさ｣

と｢人命、経済に与える影響の深刻さ｣から評価す

る｢リスク評価｣、④個々の被害に対して対策を行

う｢対策検討｣を行うものである１）、２）。 

３．ツールキットの活用 

茨城県では防災体制の強化に向けた企画・検討

を目的として｢土木部防災検討ワーキングチーム｣

を設置し、各種防災検討を実施している。平成29

年度は土浦、筑西の2つの土木事務所及び県庁（出

先職員を含む）での災害対応訓練にツールキット

を活用した。写真-１に活用状況、図-1に災害対策

訓練ツールとしての評価結果を示す。参加者の9割

以上が災害対応訓練ツールとして有効と回答して

いる。具体的な効果としては①地図をベースとし

て俯瞰的検討が可能、②被災内容の復旧優先順位

把握が可能、③災害の波及過程やリスクについて

検討が可能、④紙ベースであり活用が容易等であ

った。また、活用場面として防災訓練の他、①業

務引継、②管理施設の補修優先度判断、③災害危

険箇所の情報共有、④住民周知など、多岐にわた

る項目が提案された。課題としてリスク評価は訓

練参加者の経験や知識により判断にばらつきが生

じる傾向にあるため具体事例情報が必要なこと、

災害対策訓練の様な限られた時間内に実施するた

めの一部ツールの簡略化等の工夫が挙げられた。 

４.まとめ 

国総研では、今後、様々な機会、機関において

ツールキットを活用、普及促進を図るとともに、

活用結果から必要な改良を行いさらに使いやすい

ツールキットを構築していく予定である。 
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